
北海学園大学　教育開発運営委員会

2020年度

学生生活
実態調査報告書



調査の概要

基本情報
性別
所属の部（1部・2部の別）
部×学年
所属学部
所属学科
入試形態

Ⅰ. 学業について
Q1　現在までの通算GPAは
Q2　普段の１週間の学習時間（予習・復習）の合計は
Q3　講義やゼミ等（基礎ゼミ・演習・実験）への出席状況は
Q4　授業に出席しなかった理由は【複数回答可】
Q5　授業の理解度は
Q6　授業内容を理解できない場合の対応は【複数回答可】
Q7　教員に対して期待することは【複数回答可】
Q8　講義・ゼミに関する予習・復習などをする場所は【複数回答可】
Q9　授業の時間を除き、大学の滞在時間は（１日平均、

よくあるパターンで）
Q10 図書館の利用状況と大学入学後に本を借りた経験は
Q11 所属学科の「学位授与方針（DP：ディプロマ・ポ

リシー）」の認知度は
Q12 所属学科の「教育課程編成方針（CP：カリキュラ

ム・ポリシー）」の認知度は
Q13 対面授業と比較してオンライン授業はどのように感じたか

1）学習時間（予習・復習）
2）授業の理解度
3）授業の質
4）満足度

Q14 （2年生以上）過年度と比較して今年度前期の単位修得率は
Q15 各授業方法の満足度は

1）オンライン授業
2）ハイブリッド（オンライン・対面両方で受講可能な）講義
3）対面講義

Ⅱ. メンタルヘルスについて
Q16 過去30日の間にどれくらいの頻度で次のことがあったか

1）神経過敏に感じたか
2）絶望的だと感じたか
3）そわそわ、落ち着かなく感じたか
4）気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れな
いように感じたか

5）何をするのも骨折りだと感じたか
6）自分は価値のない人間だと感じたか

Q17 新型コロナウイルスに対して，次のような気持ちを
どの程度感じているか
1）不安
2）ゆううつ
3）怒り
4）疲れ
5）戸惑い

Ⅲ. 人間関係について
Q18 次の項目について，もっともあてはまる選択肢は

1）自分に仲間付き合いがないと感じることがあるか
2）疎外されていると感じることがあるか
3）他の人から孤立していると感じることがあるか

Q19 4月以降の友人関係の変化は
Q20 大学での友人と「対面で行った」次のやりとりの変

化は（4月基準）
1）問題解決のためのアドバイスや情報
2）自分の悩みや愚痴
3）ちょっとしたおしゃべりや現状報告

Q21 大学での友人と「LINEなどのオンラインで行った」
次のやりとりの変化は（4月基準）
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1）問題解決のためのアドバイスや情報
2）自分の悩みや愚痴
3）ちょっとしたおしゃべりや現状報告

Q22 次のことはどれくらい当てはまるか
1）会員制交流サイト（SNS）や電話だけでは、人との
心理的距離が遠くなった感覚がある

2）友人と会えずに心理的距離ができた気がする
3）SNSの利用が増えてネット上のトラブルが増加
した気がする

4）メールやLINEの利用が増えてトラブルが増加
した気がする

5）人間関係について不安を感じている

Ⅳ. 学生生活全般について
Q23 本学での学生生活において，次の項目の満足度は

1）学習するための環境（教室，図書館，インター
ネットの利用など）

2）歓談するための居場所（学生同士で学内で時間
をつぶすための環境）

3）一人で過ごすための居場所（学内で一人で時間
をつぶすための環境）

4）所属学科の教員との関係（好き嫌い，関係の近
さ遠さなど総合して）

5）学習支援（授業がわからないときに教員や上級
生から得られる支援）

6）学生相談サービス（学生生活における悩み相談
や心の健康への支援）

7）大学の面倒見の良さ（教育や学生生活の支援を
総合して）

8）部活動やサークル活動の活動状況
Q24 オンライン学習用に設置したフリーWi-Fiを利用しているか
Q25 フリーWi-Fiの主な用途は
Q26 フリーWi-Fiを利用していない理由は
Q27 コンピュータ実習室の無償印刷は活用しているか？
Q28 半期あたり，講義資料の印刷枚数は
Q29 自宅にプリンタはあるか
Q30 「オンライン授業 環境整備支援金」の用途は【複数回答可】
Q31 学生生活を支えている収入源の割合は

1）親・保護者
2）アルバイト
3）奨学金（貸与）
4）奨学金（給付）
5）その他

Q32 1日の睡眠時間は
Q33 朝食を食べているか
Q34 たばこを吸うか
Q35 パソコン（タブレットを含む）を所有しているか
Q36 現在、アルバイトをしているか（社会人の就労を含む）
Q37 アルバイトが忙しくて次のような経験をしたことが

あるか【複数回答可】
Q38 アルバイトをする理由として、最も近いものは【複数回答可】
Q39 学生のモラル・マナーの低下・欠如を感じるか
Q40 どのようなところに感じるか
Q41 大学に親しみ（帰属意識等）を感じるか
Q42 各種事務対応に満足しているか
Q43 どのような点が不満か
Q44 学内で充実や改善を望むこと・サービス（施設は除

く）は【３つまで可】
Q45 大学内で最も充実・改善を望む施設・設備、環境な

どは【３つまで可】
Q46 総合的に学生生活に満足しているか
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◆調査の目的
本調査は、学生の日常の学修活動や学生生活の実態を明らかにして、必要な対策を講ずるために実施した。

今回の調査は7回目である（うち1回は新入生のみを対象に実施した調査）。

◆アンケート調査で尋ねた内容・構成
基本情報（4問）

Ⅰ．学業（15問）：学習時間、出席状況、授業理解度など

Ⅱ．メンタルヘルス（2問）：過去30日間のこころの状態など

Ⅲ．人間関係（5問）：友人関係の変化など

Ⅳ．学生生活全体について（24問）：アルバイトの状況、大学への充実・改善要望、総合的満足度など

◆調査の方法
ポータルサイトのお知らせ及びゼミなど少人数制の講義を通じて教員から案内し，Web回答を行った。

調査期間は2020年12月上旬から12月下旬まで。

回答者は1,398名で、いずれも有効回答である。

◆留意事項
掲載する図は、回答者全体と所属の部別の結果を基本とする。それ以外はバックデータに掲載する。無回答は除い

て計算しているので、各設問における有効回答は異なる点に注意が必要である。また、各グラフに記載する「全体」の

回答者数には、所属（1部・2部）未回答者を含めている。

◆集計・資料
　以下をバックデータとして収録した。

　○単純集計（回答者全体の結果）

　○クロス集計：性別、所属の部別、学年別、所属学部別

調査の概要
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基本情報

性別

１部×学年 ２部×学年

１部×所属学部 ２部×所属学部

所属の部（１部・２部）

n=1374 n=1388

n=1083 n=302

n=1083 n=305

1年
30.0%

2年
26.6%

3年
29.6%

4年
13.8%

男性
62.2%

女性
37.8%

1部
78.0%

2部
22.0%

1年
33.4%

2年
27.9%

3年
26.2%

4年
12.5%

経済学部
24.4%

経営学部
20.9%

法学部
15.9%

人文学部
15.6%

工学部
23.3%

経済学部
25.2%

経営学部
24.8%

法学部
33.1%

人文学部
16.9%
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１部×所属学科

入試形態

２部×所属学科

n=1083 n=302

0% 5% 10% 25%20%15%

全体
n=1387

1部
n=1082

2部
n=301

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般入試 センター入試 公募推薦 指定校推薦 併設校推薦（北海）

併設校推薦（学札） 課題小論文特別入試 社会人特別入試 編入・転入

0% 5% 10% 15% 20% 25%

7.1

9.1

8.1

9.0

11.8

4.8

6.7

4.3

9.5

6.1

2.6

6.5

8.9

5.4

7.3

9.6

8.3

24.8
12.6

11.9

8.6

8.9

7.9

経済学部
（1年生）

経済学科

地域経済学科

経営学科

法学部
（1年生のみ）

法律学科

政治学科

日本文化学科

英米文化学科

経済学部
（1年生）

経済学科

地域経済学科

経営学科

経営情報学科

法学部
（1年生のみ）

法律学科

政治学科

日本文化学科

英米文化学科

社会環境工学科

建築学科

電子情報工学科

生命工学科

47.8

44.4

60.1

18.6

21.7

7.6

8.1

5.8

15.9

16.2

18.7

7.6

4.0

5.0

0.3

3.2

3.6

1.7

0.8

0.1

3.3

0.8

0.3

2.7

0.5

0.5

0.7
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【Q１】
　現在までの通算GPA（「秀」4点、「優」3点、「良」2点、「可」1点、「不可」と「欠」を0点として、それぞれに単位数を乗じ
て算出した総得点を、総単位数で割って求めたもの）について尋ねたところ、1部2部ともに「2.5～3.0」と回答した
学生が最も多かった。2部における「わからない」の回答が昨年と比較して10％以上低減している。  ≪担当：田中≫

【Q２】
　普段の1週間の学習時間は1部では「ほとんどしない」と答えた学生が最も多く、2部では「1時間」と答えた学生が
最も多かった。昨年度は１・2部とも「ほとんどしない」と答えた学生が4割程度であったことを踏まえると、学習時
間が増加している傾向にある。オンライン講義における課題量が影響しているかもしれない。  ≪担当：田中≫

Ⅰ 学業
Q1　現在までの通算GPAは

全体
n=1391

2部
n=305

1部
n=1081

0.5未満 0.5～1.0未満 1.0～1.5未満 1.5～2.0未満 2.0～2.5未満

2.5～3.0未満 3.0～3.5未満 3.5～4.0未満 4.0 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q2　普段の１週間の学習時間（予習・復習）の合計は

ほとんどしない 30分程度 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1389

2部
n=304

1部
n=1080

20.1

20.6

18.4

10.4

10.0

11.8

19.6

18.9

22.4

17.5

17.2

18.1

12.2

12.1

11.8

8.2

9.0

5.6

12.1

12.2

11.8

0.4

0.3

0.7

1.6

1.3

2.6

5.5

5.5

5.9

9.7

9.1

11.8

21.9

22.1

21.0

25.2

25.3

24.9

17.5

18.5

13.8

5.2

5.9

2.6

0.0

0.0

0.0

13.1

12.0

16.7
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【Q３】
　講義、ゼミ等共に毎回出席者の割合が昨年度と比べ大幅に増加しており、講義への参加に関しては倍増以上の
伸びを示している。7～8割の学生が9割以上の出席状況であり、出席状況は良好なものとなっている。このことに
もオンライン講義の影響（参加のしやすさや移動負担の軽減等）が現れているかもしれない。　≪担当：田中≫

【Q４】
　昨年度と比較して大きく変化しているのは「朝、起きられない」という理由が大きく減少しており、「授業内容
が理解できない」という理由が倍増している点である。前者については講義やゼミ等への出席率増加に影響して
いる可能性がある。後者については、オンライン講義における今後の課題であり、学生フォローへの対策を検討
する必要がある。　≪担当：田中≫

2）ゼミ等
Q３　講義やゼミ等（基礎ゼミ・演習・実験）への出席状況は
1）講義

全体
n=1162

全体
n=1379

1部
n=1071

2部
n=303

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1部
n=907

2部
n=250

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎回出席 9割 7,8割

5,6割 3,4割 2割以下

45.3

47.2

38.3

34.4

34.3

35.0

15.7

14.5

20.1

2.5

2.2

3.3

1.0

0.7

2.0

1.2

1.1

1.3

毎回出席 9割 7,8割

5,6割 3,4割 2割以下

Q４　授業に出席しなかった理由は【複数回答可】

授業がつまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体n=786
1部n=588
2部n=197

朝、起きられない

バイトが忙しい

部活・サークルが忙しい

出席を取らないから

授業内容が理解できない

単位が取得できればよい

勉強が好きではない

もともと出席するつもりはない

その他

67.6

69.6

60.8

20.2

19.7

22.0

7.5

7.2

8.4

0.7

0.4

1.6

0.3

0.3

0.0

3.7

2.8

7.2

26.7

15.5

5.0

23.4

8.5

23.4

29.4

8.4

2.4

30.5

34.2

13.3

4.9

23.8

8.0

23.8

29.9

8.8

2.9

26.0

4.1

22.3

5.1

21.8

9.6

22.3

27.4

7.1

1.0

44.2
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【Q６】
　「授業後に先生に質問する」は昨年よりも増加している。オンライン化による対応で教員に対して声をかけや
すくなっているのかもしれない。「参考書などを調べる」も昨年と比べて大幅に増加した。オンライン講義で出さ
れる課題への対応のためにその機会が増えたのかもしれない。「インターネットで調べる」も昨年比増であり、こ
こにもオンライン化の影響を読み取れる。　≪担当：田中≫

【Q５】
　1部・2部ともに8割強の学生が概ね講義を理解していることが窺われる。この設問については、昨年度と大きな
変化は認められない。　≪担当：田中≫

Q5　授業の理解度は

Q6　授業内容を理解できない場合の対応は【複数回答可】

理解できている だいたい理解できている 理解できないことが多い 理解できていない

0% 20% 30%10% 40% 60% 70%50% 80% 90% 100%

授業中に先生に質問する

授業後に先生に質問する

先輩・友人に教わる

参考書などを調べる

インターネットで調べる

何もしない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 80%60% 70%

全体
n=1388

1部
n=1077

2部
n=305

全体n=1188
1部n=921
2部n=261

14.8

15.0

14.4

68.4

69.1

65.2

15.2

14.3

18.7

1.6

1.6

1.6

4.5

25.2

52.4

40.7

74.2

5.9

5.1

25.6

55.4

40.5

73.1

5.5

2.7

23.8

42.1

40.6

79.3

7.3
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Q７　教員に対して期待することは【複数回答可】

学問の楽しさを教えてほしい

授業内容を充実させてほしい

研究成果を授業に反映させてほしい

学生同士議論させてほしい

学生と話す機会をもってほしい

休講をなくしてほしい

キャリアとの結びつきを教えてほしい

学生の精神的なサポートをしてほしい

質問に答えてほしい

その他

全体n=1362
1部n=1054
2部n=302

59.0

56.6

10.4

10.1

19.2

1.5

21.3

13.7

5.8

4.6

58.4

57.3

10.8

10.3

19.3

1.7

20.9

13.5

6.0

4.5

61.3

53.6

8.9

8.9

18.5

1.0

23.2

14.6

5.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【Q７】
　最も多い回答は、学問の楽しさを教えてほしい（59.0％）、だった。裏を返せば、およそ半数以上の学生が学問の
楽しさを実感できていないといえる。最終的には、学問に対する学生自身の意欲が必要になるのはもちろんだ
が、教員側にも、その取っ掛かりや学生が主体的に学べる機会を提供する工夫が必要かもしれない。
　また、二番目に多かった、授業内容を充実させてほしい（56.6％）、と答えた割合は昨年より10％ポイント程度上
昇している。これは、対面からオンライン講義になった影響によるものと予想され、実際にオンライン講義に関
する意見や要望が少なからず寄せられた。学生の大学への不満につながる回答であるだけに、来年度以降も注視
すべき結果といえる。　≪担当：板垣≫
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【Q８】
　予習・復習の場として、自宅（92.6％）という回答が圧倒的に多かった。自宅で学習する学生が多いという傾向は
昨年と同様だが、その割合は16％ポイントほど上昇し、ほとんどの学生が予習・復習の場として自宅を選んでい
る。一方で二番目に多い、図書館（27.3％）の割合が昨年度と比べ12％ポイント程度減少している。これは新型コロ
ナウイルス禍の影響によるものであろう。この傾向がいつまで続くか、また、この影響が学生の授業理解などに
どの程度影響するかは現時点では明確ではない。しかし、課題の内容やゼミの運営を含めて、教員側も留意すべ
き傾向であろう。　≪担当：板垣≫

【Q９】
　8割前後の学生が2時間未満の滞在時間となっている。昨年度は6割前後の学生が2時間未満の滞在であったこ
とを踏まえると、外出自粛やオンライン講義の影響が現れていることが窺われる。　≪担当：田中≫

Q8　講義・ゼミに関する予習・復習などをする場所は【複数回答可】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

教室・ゼミ室

図書館

学内休憩スペース・
自由学習コーナー

PC教室

学食

部室

自宅以外の学外施設

その他

そもそも予習・
復習をしていない

全体n=1390
1部n=1080
2部n=304

92.6

11.8

27.3

7.3

16.1

2.3

0.9

4.0

1.2

4.2

92.7

13.0

26.7

7.9

15.9

2.2

0.9

4.1

1.3

3.9

92.4

7.9

29.6

5.6

17.1

2.3

0.7

3.9

0.7

5.3

Q９　授業の時間を除き、大学の滞在時間は　（１日平均、よくあるパターンで）

2時間未満 2～4時間未満 4～6時間未満 6～8時間未満 8～10時間未満 10時間以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1388

2部
n=303

1部
n=1079

78.5

77.3

82.2

13.8

13.9

13.5

5.4

5.8

4.0

1.6

2.0

0.8

0.9

0.00.3
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【Q10】
　本学図書館の利用状況は、「普段から使っている」が29.1%にとどまり、「普段使わないが定期試験前は使う」
（17.5%）と合わせても、50％を下回る。また、本学図書館から本を借りた経験は、「一度も借りたことがない」
（45.1%）と「年に数回借りている」（44.4%）が大多数で、極めて少ない。　≪担当：上田≫

【図-11、Q12】
　所属学科の「学位授与方針（DP）」と「教育課程編成方針（CP）」の認知度については、「まったく知らない」と「名
前だけは聞いたことがある」を合わせると90%を上回る（DP:92.7%、CP：90.2%）。依然としてDPとCPの認知度は
向上していない。　≪担当：上田≫

Q11　所属学科の「学位授与方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」の認知度は

内容も含め知っている 名前だけは聞いたことがある まったく知らない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7.3

7.5

6.6

40.2

40.1

40.5

52.5

52.4

53.0

Q１２　所属学科の「教育課程編成方針（CP：カリキュラム・ポリシー）」の認知度は
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.7

9.5

10.8

44.7

44.5

45.2

45.5

46.1

43.9

内容も含め知っている 名前だけは聞いたことがある まったく知らない

全体
n=1386

2部
n=304

1部
n=1076

全体
n=1388

2部
n=305

1部
n=1077

Q１０　2）大学入学後に本を借りた経験はQ１０　1）図書館の利用状況は

全体
n=1391

全体
n=1389

1部
n=1080

2部
n=303

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1部
n=1080

2部
n=305

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.1

45.7

43.0

44.4

43.4

47.2

6.8

6.9

6.6

3.7

3.9

3.3

29.1

29.3

29.0

17.5

17.7

16.5

32.9

32.5

34.3

20.5

20.6

20.1

普段から使っている 普段使わないが定期試験前は使う
ほとんど使わない まったく使わない

一度も借りたことがない 年に数回借りている
月に一回程度借りている それ以上借りている
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2）授業の理解度
Q１３　対面授業と比較してオンライン授業はどのように感じたか
1）学習時間（予習・復習）

全体
n=1377

全体
n=1378

1部
n=1070

2部
n=302

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.0

17.9

18.5

9.2

8.8

10.3

26.9

26.6

27.5

24.2

25.0

21.5

21.8

21.8

22.2

1部
n=1070

2部
n=301

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.6

16.8

20.3

26.5

26.7

25.2

39.4

40.3

36.9

11.1

10.8

12.3

5.3

5.3

5.3

【Q13】
　学習時間は「やや増えた」「増えた」が4割強であるが、理解度、授業の質、満足度については「下がった」「やや下
がった」が4割から5割程度になっている。オンライン授業を運営していく場合、その内容や質を調整していくこ
とが課題となる。　≪担当：古谷≫

【Q14】
　3割程度は単位取得率が「上がった」と回答しているものの、2部で「下がった」学生が2割強いることに注意が必
要である。　≪担当：古谷≫

Q１４　（2年生以上）過年度と比較して今年度前期の単位修得率は

下がった 変わらない 上がった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18.1

16.3

24.6

51.2

53.1

44.1

30.7

30.7

31.3

全体
n=983

2部
n=211

1部
n=769

4）満足度3）授業の質

全体
n=1377

全体
n=1378

1部
n=1070

2部
n=302

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.3

21.8

23.5

30.3

30.0

30.8

37.4

38.8

33.1

7.2

6.8

8.6

2.9

2.6

4.0

1部
n=1069

2部
n=302

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.2

21.2

25.2

24.4

24.4

23.8

33.3

34.5

29.5

12.6

13.1

11.3

7.5

6.7

10.3

減った やや減った 変わらない

やや増えた 増えた

下がった やや下がった 変わらない

やや上がった 上がった

下がった やや下がった 変わらない

やや上がった 上がった

下がった やや下がった 変わらない

やや上がった 上がった
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Q１５　各授業方法の満足度は
1）オンライン授業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1382

2部
n=303

1部
n=1073

9.1

8.5

11.2

15.6

15.0

17.8

32.3

33.0

29.7

23.9

24.9

20.5

15.2

14.3

18.8

3.8

4.4

2.0

【Q15】
　オンライン授業における満足していない程度（1、2
への回答）がハイブリッド、対面に比べて高い。オンラ
イン授業の内容改善を試みるか、対面講義に移行する
ことを視野に入れる必要がある。なお、今後のコロナ
ウィルス感染拡大状況を鑑みると、ハイブリッドも視
野に入れることは重要だろう。　≪担当：古谷≫

1：全く満足していない 2 3 4 5：とても満足している 受講していない

2）ハイブリッド（オンライン・対面両方で受講可能な）講義

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1379

2部
n=303

1部
n=1070

10.4

10.2

11.6

9.2

8.7

10.9

25.5

26.8

20.8

22.2

23.4

17.5

14.7

14.5

15.8

17.9

16.4

23.4

1：全く満足していない 2 3 4 5：とても満足している 受講していない

3）対面講義

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1379

2部
n=304

1部
n=1069

9.6

8.5

13.5

9.5

8.9

11.8

29.7

30.9

25.3

27.8

28.5

24.3

13.4

13.6

13.2

10.1

9.6

11.8

1：全く満足していない 2 3 4 5：とても満足している 受講していない
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2）絶望的だと感じたか
Q16　過去30日の間にどれくらいの頻度で次のことがあったか
1）神経過敏に感じたか

全体
n=1389

全体
n=1389

1部
n=1078

2部
n=305

0% 20% 40% 60% 80% 100%

48.1

50.2

40.7

21.5

20.8

23.6

18.6

17.9

21.3

7.4

7.4

7.5 6.9

4.4

3.7

1部
n=1078

2部
n=305

0% 20% 40% 60% 80% 100%

43.7

44.8

39.7

22.8

23.0

22.3

17.2

17.3

16.7

9.9

8.9

13.4

6.4

6.0

7.9

4）気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じたか3）そわそわ、落ち着かなく感じたか

全体
n=1387

全体
n=1383

1部
n=1073

2部
n=304

0% 20% 40% 60% 80% 100%

43.9

43.9

43.8

23.9

24.9

20.4

18.4

18.0

19.7

8.9

8.2

11.5

4.9

5.0

4.6

1部
n=1078

2部
n=303

まったくない 少しだけ ときどき

たいてい いつも

まったくない 少しだけ ときどき

たいてい いつも

まったくない 少しだけ ときどき

たいてい いつも

まったくない 少しだけ ときどき

たいてい いつも

6）自分は価値のない人間だと感じたか5）何をするのも骨折りだと感じたか

全体
n=1388

全体
n=1388

1部
n=1079

2部
n=303

1部
n=1079

2部
n=304

Ⅱ メンタルヘルスについて

37.1

38.4

32.3

21.6

20.4

25.1

22.1

22.9

19.1

11.5

11.1

13.2

7.8

7.1

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.0

40.5

38.3

22.1

22.0

22.4

18.2

19.2

14.9

11.8

11.4

12.9

7.9

7.0

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.3

47.6

46.4

19.6

20.1

16.8

13.8

13.6

14.8

9.3

9.6

8.2

10.0

9.0

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まったくない 少しだけ ときどき

たいてい いつも

まったくない 少しだけ ときどき

たいてい いつも

【Q16】
　心理的苦痛を感じる設問では1～2割の学生が「たいてい」「いつも」苦痛を感じていることが示されており、コ
ロナ禍でのストレスが現れていることが示唆される。1部よりも2部の学生でそのような傾向がやや強い点も注
目する点である。　≪担当：田中≫
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2）ゆううつ

Q17　新型コロナウイルスに対して，次のような
　　　　気持ちをどの程度感じているか
1）不安

全体
n=1382

全体
n=1389

1部
n=1078

2部
n=305

1部
n=1075

2部
n=301

4）疲れ3）怒り

全体
n=1383

全体
n=1383

1部
n=1075

2部
n=302

1部
n=1075

2部
n=302

1：まったくない 2 3

4 5

5）戸惑い

全体
n=1382

1部
n=1074

2部
n=302

【Q17】
　1部2部とも2割以上の学生が「不安」、「ゆううつ」、「疲れ」を強く感じている。コロナ禍での先行きの不透明さや
生活面での様々な制限の影響が現れている可能性がある。一方で、どちらかと言えば設問のようなネガティブな
気分を感じていない者も４～5割程度存在していることも窺われる。　≪担当：田中≫

12.0

12.1

11.8

11.7

11.2

13.1

15.7

15.6

16.1

19.2

19.5

18.0

18.1

18.1

17.7

23.5

23.6

23.3

6：強く感じる

1：まったくない 2 3

4 5 6：強く感じる

1：まったくない 2 3

4 5 6：強く感じる

1：まったくない 2 3

4 5 6：強く感じる

1：まったくない 2 3

4 5 6：強く感じる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9

16.7

17.3

10.4

10.6

9.6

14.6

14.3

15.9

16.9

17.3

15.0

19.0

18.9

19.3

22.2

22.1

22.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.0

27.1

27.2

16.1

16.5

14.6

16.3

16.5

15.6

12.3

12.3

11.9

10.8

10.4

12.3

17.5

17.3

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.5

15.6

15.2

9.8

9.6

10.6

15.8

16.5

13.6

18.0

18.3

16.9

16.3

15.8

17.5

24.6

24.2

26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.2

18.5

21.5

17.0

17.0

16.9

19.9

20.2

19.2

18.2

18.6

16.9

12.2

12.2

11.9

13.5

13.4

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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2）疎外されていると感じることがあるか
Q18　次の項目について，もっともあてはまる選択肢は
1）自分に仲間付き合いがないと感じることがあるか

全体
n=1388

全体
n=1389

1部
n=1078

2部
n=305

1部
n=1077

2部
n=305

3）他の人から孤立していると感じることがあるか

全体
n=1386

1部
n=1077

2部
n=303

【Q18】
　仲間付き合いが「ほとんどない」と答えた学生は3割以上に上った。疎外感を「たまにある」、「よくある」と回答
した者も合計で約3割に上った。一方、孤立感を感じている（「たまにある」、「よくある」）と回答した者は4割を上
回った。少なくない数の学生が人とのつながりを感じづらくなっているのかもしれない。　≪担当：田中≫

【Q19】
　「変わらない」と答えた学生が最も多く、回答者の約半数を占めている。4分の1近くの学生はこの状況下でも友
人関係が増えたと答えており、こうした者の詳細な分析を行うことで「減った」と答えた者に対するサポートを
検討する際のヒントが得られるかもしれない。　≪担当：田中≫

Ⅲ 人間関係について

Q19　4月以降の友人関係の変化は

全体
n=1386

2部
n=303

1部
n=1077

38.1

38.8

35.7

41.4

41.9

39.3

20.5

19.3

24.9

ほとんどない たまにある よくある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない たまにある よくある

53.0

53.9

49.5

31.8

31.7

32.7

15.2

14.5

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない たまにある よくある

69.4

69.5

68.9

24.0

23.9

24.6

6.6

6.6

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.0

25.3

23.8

52.5

52.4

53.5

22.5

22.4

22.8

増えた 変わらない 減った

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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【Q20】
　設問を問わず「減った」と回答した学生の割合が高く、対面でのやりとりが減少していることが窺われる。また、
1部よりも2部で「大学での友人はいない」と回答した者の割合が多いことも一つの特徴である。  ≪担当：田中≫

【Q21】
　対面と比較して、オンライン状況下では設問1）および3）で「増えた」と答えた学生の割合が増加している。一
方、2）に関しては対面時と大きな違いは見受けられない。友人同士で自分の悩みや愚痴を吐露するに際しては、
対面か非対面かは大きな意味をなさないのかもしれない。　≪担当：田中≫

2）自分の悩みや愚痴

Q20　大学での友人と「対面で行った」
　　　　次のやりとりの変化は（4月基準）
1）問題解決のためのアドバイスや情報

全体
n=1376

全体
n=1378

1部
n=1070

2部
n=302

1部
n=1069

2部
n=301

3）ちょっとしたおしゃべりや現状報告

全体
n=1376

1部
n=1070

2部
n=300

1：減った 2 3 4 5 6 7：増えた

大学での友人はいない

26.7

27.6

23.7

8.9

8.6

10.0

12.1

11.8

13.3

15.0

15.3

13.7

9.4

9.9

7.3

6.9

7.3

5.7

11.0

11.1

10.7

10.0

8.4

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1：減った 2 3 4 5 6 7：増えた

大学での友人はいない

26.2

27.2

22.9

9.4

9.5

8.6

14.3

13.7

16.3

19.5

20.7

15.3

8.6

9.2

6.6 6.6

5.9

5.7

6.6

11.3

9.6

16.9

4.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.4

28.6

23.5

8.3

7.8

9.9

12.9

13.4

11.6

18.3

19.3

14.9

8.6

8.6

8.6

5.5

5.2

6.6

7.9

7.9

7.6

11.0

9.3

17.2

1：減った 2 3 4 5 6 7：増えた

大学での友人はいない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2）自分の悩みや愚痴

Q21　大学での友人と「LINE などのオンラインで
　　　　行った」次のやりとりの変化は（4月基準）
1）問題解決のためのアドバイスや情報

全体
n=1384

全体
n=1384

1部
n=1074

2部
n=304

1部
n=1075

2部
n=303

3）ちょっとしたおしゃべりや現状報告

全体
n=1381

1部
n=1073

2部
n=302

1：減った 2 3 4 5 6 7：増えた

大学での友人はいない

11.7

11.6

11.8

5.8

5.9

5.6

11.9

12.6

9.5

20.8

20.5

22.0

11.4

12.6

7.6

11.1

11.3

10.2

16.4

16.8

15.5

10.8

8.8

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1：減った 2 3 4 5 6 7：増えた

大学での友人はいない

16.4

16.6

15.8

7.9

8.1

7.6

15.2

15.9

12.2

22.6

23.0

21.1

9.4

9.9

7.9

7.2

7.3

6.9

9.8

10.0

9.6

11.5

9.4

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.0

13.3

11.9

7.2

7.3

7.3

12.8

13.3

10.9

19.5

19.6

18.9

12.5

12.9

10.9

9.3

9.7

8.3

14.8

14.9

14.9

10.8

9.0

16.9

1：減った 2 3 4 5 6 7：増えた

大学での友人はいない

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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2）友人と会えずに心理的距離ができた気がする

Q22　次のことはどれくらい当てはまるか
1）会員制交流サイト（SNS）や電話だけでは、
　 人との心理的距離が遠くなった感覚がある

全体
n=1386

全体
n=1387

1部
n=1077

2部
n=304

1部
n=1078

2部
n=302

4）メールやLINEの利用が増えてトラブルが増加した気がする3）SNSの利用が増えてネット上のトラブルが増加した気がする

全体
n=1384

全体
n=1385

1部
n=1075

2部
n=304

1部
n=1074

2部
n=304

5）人間関係について不安を感じている

全体
n=1386

1部
n=1077

2部
n=303

【Q22】
　心理的距離感に関する設問では選択肢間で大きな
差は見受けられなかった。一方、ネット上のトラブル
を感じている者の割合は少なく、約8割弱の学生がト
ラブルをそこまで感じていない様子である。人間関
係についての不安を感じる者の割合は約3割程度で
あった。　≪担当：田中≫

25.6

24.5

29.3

16.4

16.5

16.1

26.5

27.3

24.3

20.8

20.9

20.1

10.7

10.8

10.2

1：全くあてはまらない 2 3 4

5：とてもよくあてはまる

1：全くあてはまらない 2 3 4

5：とてもよくあてはまる

1：全くあてはまらない 2 3 4

5：とてもよくあてはまる

1：全くあてはまらない 2 3 4

5：とてもよくあてはまる

1：全くあてはまらない 2 3 4

5：とてもよくあてはまる

24.8

24.2

27.2

15.6

15.0

17.9

24.7

25.2

22.8

22.0

22.4

20.2

12.9

13.1

11.9

62.1

62.2

60.9

14.7

14.9

14.5

14.3

14.1

15.1

5.4

5.2

6.3

62.5

62.1

63.5

15.4

16.1

13.2

15.2

14.6

17.4

4.8

4.7

4.6

31.2

30.8

32.3

16.4

16.5

16.2

22.6

23.1

21.1

17.0

17.5

14.5

12.9

12.1

15.8

2.2

2.4

1.3

3.5

3.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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2）歓談するための居場所
　（学生同士で学内で時間をつぶすための環境）

Q23　本学での学生生活において，次の項目の満足度は
1）学習するための環境
　（教室，図書館，インターネットの利用など）

全体
n=1385

全体
n=1387

1部
n=1078

2部
n=303

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.2

8.7

10.6

16.4

17.8

11.6

34.9

35.0

34.3

21.4

22.2

18.8

9.9

9.1

12.9

8.2

7.2

11.9

1部
n=1075

2部
n=304

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.0

14.2

13.5

22.1

24.2

14.1

29.2

30.1

26.0

13.1

13.5

11.8

4.4

4.6

17.2

13.4

30.6

3.9

4）所属学科の教員との関係
　（好き嫌い，関係の近さ遠さなど総合して）

3）一人で過ごすための居場所
　（学内で一人で時間をつぶすための環境）

全体
n=1386

全体
n=1386

1部
n=1077

2部
n=304

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.5

13.3

14.1

20.9

22.2

16.1

28.5

28.7

27.6

17.2

18.0

14.8

8.9

8.4

10.5

11.0

9.4

16.8

1部
n=1077

2部
n=303

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

6）学生相談サービス
　（学生生活における悩み相談や心の健康への支援）

5）学習支援
　（授業がわからないときに教員や上級生から得られる支援）

全体
n=1383

全体
n=1381

1部
n=1072

2部
n=303

1部
n=1072

2部
n=305

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.5

7.1

9.2

15.7

15.8

14.9

40.8

42.6

34.0

17.5

17.2

18.8

5.7

6.1

4.3

12.8

11.2

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.7

10.7

15.2

19.7

21.2

14.5

34.7

35.4

31.4

12.3

12.6

11.6

3.6

3.5

4.0

18.0

16.6

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.8

7.6

8.5

11.4

11.6

10.5

28.5

29.8

23.6

8.0

8.4

6.6

2.0

2.1

2.0

42.4

40.6

48.9

Ⅳ 学生生活全般について

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している
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【Q23】
　1）学習するための環境（教室，図書館，インターネットの利用など）に関しては、満足していると回答する学生
の割合が多かった。2）歓談するための居場所（学生同士で学内で時間をつぶすための環境）、3）一人で過ごすため
の居場所（学内で一人で時間をつぶすための環境）、5）学習支援（授業がわからないときに教員や上級生から得ら
れる支援）、7）大学の面倒見の良さ（教育や学生生活の支援を総合して）に関しては、満足していないと回答して
いる学生の割合が多かった。4）所属学科の教員との関係（好き嫌い，関係の近さ遠さなど総合して）に関しては、
満足と不満足の回答割合はほぼ同等であった。6）学生相談サービス（学生生活における悩み相談や心の健康への
支援）および8）部活動やサークル活動の活動状況に関しては「関わりがない」と答えた学生の割合が4～5割に
上ったが、それ以外の者では満足していると答えた者の割合が多かった。　≪担当：田中≫

【Q24】
　8割程度が利用していない。この後、Q25、Q26で利用している者、利用していない者の理由を確認するが、コロ
ナウィルス感染拡大状況であるため、そもそも大学に通学しにくい状況であることを意識する必要がある。

≪担当：古谷≫

Q24　オンライン学習用に設置したフリーWi-Fiを利用しているか

利用している 利用していない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1382

2部
n=302

1部
n=1074

19.2

20.5

15.2

80.8

79.5

84.8

8）部活動やサークル活動の活動状況7）大学の面倒見の良さ
　（教育や学生生活の支援を総合して）

全体
n=1386

全体
n=1389

1部
n=1079

2部
n=304

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.5

12.9

15.5

19.4

20.3

16.8

36.1

37.1

31.9

13.9

13.8

14.1

4.4

4.0

5.9

12.7

12.0

15.8

1部
n=1077

2部
n=303

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

1：全く満足していない 2 3

関わりがない

4

5：とても満足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.7

18.2

15.5

10.8

11.0

10.2

16.9

18.8

10.2

7.3

7.2

7.6

3.8

3.4

5.3

43.6

41.4

51.2
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【Q25、Q26】
　Q25を確認すると、学習に役立っていることが分かる。一方でQ26では、代替手段を有している人や必要ない人
が6割弱いる。ただ、「利用しづらい」「知らなかった」学生が一定数いる。これらを踏まえると、「利用しづらい」「知
らなかった」学生に対するフォローをどうしていくか（WIFI設置場所、周知方法）を考える必要がある。

　≪担当：古谷≫

【Q27、Q28】
　Q27では、無償印刷の制度を知らないひとが2割強いるため、上手な周知方法が必要になる。Q28を確認すると
約半数が100枚以内であるが、1割強は200枚を超えているため、ばらつきが生じている。　≪担当：古谷≫

【Q29】
　8割程度の学生がプリンタを持っている。

　≪担当：古谷≫

Q28　半期あたり，講義資料の印刷枚数はQ27　コンピュータ実習室の無償印刷は活用しているか？

全体
n=1353

全体
n=1388

1部
n=1078

2部
n=304

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.6

41.4

37.8

35.7

35.9

34.5

23.7

22.7

27.6

1部
n=1052

2部
n=295

活用している 活用していない

無償印刷制度を知らなかった

～100枚 101～200枚 201枚～

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58.5

60.6

52.2

26.5

25.4

30.2

14.9

14.1

17.6

Q29　自宅にプリンタはあるか

全体
n=1389

1部
n=1079

2部
n=304

ある ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

79.5

80.5

75.7

20.5

19.5

24.3

（Q24で「利用していない」と答えた方）
Q26　フリーWi-Fiを利用していない理由は

（Q24で「利用している」と答えた方）
Q25　フリーWi-Fiの主な用途は

全体
n=1108

全体
n=273

1部
n=225

2部
n=48

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.1

21.8

12.5

46.5

46.2

47.9

2.6

3.1

0.0

23.8

22.7

29.2

2.6

2.2

4.2

4.4

4.0

6.3

1部
n=846

2部
n=256

リアルタイム配信授業の参加

オンデマンド教材の学習（資料・動画）

就職活動 その他休憩場所として 学外活動

場所が利用しづらい 他の通信手段を利用している

コンピュータ実習室を利用している

その他

必要ない

知らなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.3

16.4

11.3

8.8

8.2

11.3

8.9

8.9

9.0

38.8

38.9

38.7

20.5

19.7

23.0

7.7

7.9

6.6
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【Q30】
　PCやタブレットは、ゼミ発表やレポート・卒業論文作成といった学業面はもちろん、就職活動にも有用であり、
学生生活の必需品とも言える。支援金をPC・タブレットの購入に使ったという回答の割合は全体の22.6%だった
が、入学から間もない1年生では3割がPC等の購入に活用しており、学修に必要な環境整備にある程度役立ったの
ではなかろうか。通信環境整備の割合が低かったのは意外だが、これは大手通信キャリアがオンライン授業支援
のため通信量のサポートを行ったため、支援金を別の用途に使うことができたためだろう。なお、オンライン授
業の環境整備よりも学費・教材費（32.2%）と生活費（26%）の方が高い割合となっており、これはこの度のコロナ禍
が学生生活に及ぼした経済的影響の大きさを反映していると言えるのではないだろうか。　≪担当：北原≫

2）アルバイト
Q31　学生生活を支えている収入源の割合は
1）親・保護者

全体
n=1157

全体
n=1306

1部
n=1033

2部
n=267

1部
n=888

2部
n=264

0% 20% 40% 60% 80% 100%

68.9

71.6

58.4

18.0

17.3

20.6

13.1

11.0

21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.6

22.6

36.0

31.1

30.3

33.0

43.3

47.1

31.1

全体の５割以上 全体の２割から５割

全体の２割未満

全体の５割以上 全体の２割から５割

全体の２割未満

Q30　「オンライン授業 環境整備支援金」の用途は【複数回答可】

0% 10% 20% 30% 40%

22.6

14.4

10.3

2.8

26.0

5.3

32.2

21.8

6.1

4.8

4.5

21.7

13.4

9.6

2.9

24.6

5.5

32.2

21.8

6.1

5.0

4.9

25.9

18.3

13.0

2.3

30.9

4.7

31.2

22.3

6.3

4.0

3.3

PC・タブレット等の購入

通信環境の整備

周辺機器の購入
（マイク・カメラ等）

ソフト購入

生活費

就職活動

全体n=1378
1部n=1071
2部n=301

学費や教材費

貯蓄

趣味娯楽・部活サークル等

制度を利用していない

その他
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【Q31】
　学生生活を支えている収入源としては、全体の68.9%が収入の5割以上を親・保護者に頼っている。一方で、全体
の13.1%、2部学生の21%が親・保護者からの収入を2割未満と回答しており、アルバイトや奨学金に頼って生活し
ていることが伺える。収入の過半をアルバイトに頼る学生は全体では25.6%だが、1部は22.6%、2部では36%となっ
ている。学年別でみると、2-4年生では28.6-30.3%がアルバイトで学費・生活費を捻出しているのに対して、1年生は
17.2%と10ポイント以上下がり、逆にアルバイトの割合が2割未満の回答数は1年生が54.4%と2-4年生の34.9-42.4%
を上回っている。Q36でアルバイト未経験と答えた1年生が27.6%いることも勘案すれば、アルバイトをしたくて
もできなかった可能性を排除できない。また、奨学金、とりわけ給付型奨学金が収入源の過半を占める割合は低
く（貸与型26.1%、給付型12.6%）、学生の経済的自立のためにも奨学金の充実が望まれる。なお、今回の調査結果で
は十分に可視化されていないが、学生生活を支えるのに十分な収入を得られず、必要以上に生活費を切り詰めて
いる学生もいると聞く。困窮学生への経済支援は急務である。　≪担当：北原≫

3）奨学金（貸与）

全体
n=957

1部
n=743

2部
n=210

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5）その他

全体
n=591

1部
n=468

2部
n=123

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4）奨学金（給付）

全体
n=811

1部
n=624

2部
n=186

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.1

25.3

28.6

22.7

24.0

17.6

51.2

50.7

53.8

12.6

11.4

16.7

15.7

14.7

18.3

71.8

73.9

65.1

3.6

3.2

4.9

8.0

6.8

12.2

88.5

90.0

82.9

全体の５割以上 全体の２割から５割

全体の２割未満

全体の５割以上 全体の２割から５割

全体の２割未満

全体の５割以上 全体の２割から５割

全体の２割未満

【Q32、Q33】
　9割近くの学生が6時間以上の睡眠時間を確保することができている。昨年度よりも改善しており、オンライン
授業に伴う移動時間の削減や対面交流の機会減少などが寄与している可能性もある。朝食摂取状況については
昨年度とほぼ変わらない。　≪担当：田中≫

Q32　1日の睡眠時間は

全体
n=1386

2部
n=303

1部
n=1077

5時間未満 6時間 7時間 8時間以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.8

11.7

11.6

33.1

32.6

35.6

34.5

34.3

34.7

20.6

21.4

18.2

Q33　朝食を食べているか

全体
n=1388

2部
n=303

1部
n=1079

毎日食べている ときどき食べる 食べない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.7

46.3

43.6

35.5

35.4

35.6

18.7

18.3

20.8
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Q36　現在、アルバイトをしているか（社会人の就労を含む）

全体
n=1384

2部
n=302

1部
n=1076

0% 20% 30%10% 40% 60% 70%50% 80% 90% 100%

65.0

63.6

69.9

6.6

6.5

7.3

14.9

15.1

13.9

13.4

14.8

8.9

固定的なアルバイトをしている 単発的なアルバイトをしている

過去に（入学以降に）経験があるが現在はしていない 大学入学以降、アルバイトの経験はない

【Q34】
　喫煙者の割合は昨年度よりも微減しており、学生の健康意識が年々高まりつつあることが窺われる。

　≪担当：田中≫

【Q35】
　約1割が家族共有ないしは所有していない。オンライン授業を受けるために、苦労している（家族との共有のス
ケジュール、パソコン等が使えるところに行く）学生が1割いることになる。オンライン授業をやる場合、今後こ
の点について注意しておく必要がある。　≪担当：古谷≫

【Q36】
　「固定的なアルバイトをしている」学生の割合は昨年と比べ1割程度減少した。その分「過去に（入学以前に）経
験があるが現在はしていない」、「大学入学以降、アルバイトの経験はない」と答えた者の割合が昨年と比べると
増加していた。コロナ禍で飲食関係を中心にアルバイトが減少したことが報道されているが、そのことが反映さ
れているのかもしれない。今後も経済面で困難を訴える学生の増加も見込まれるため、財政的な支援も検討する
必要がある。　≪担当：田中≫

Q34　たばこを吸うか

全体
n=1388

2部
n=303

1部
n=1079

Q35　パソコン（タブレットを含む）を所有しているか

全体
n=1385

2部
n=302

1部
n=1077

吸う 吸わない 以前は吸っていた 個人用で所有している 所有していない家族で共有している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.1

6.9

7.9

90.6

90.9

89.1

2.4

2.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

88.5

88.9

87.4

9.2

9.2

9.3

2.2

1.9

3.3
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Q37　アルバイトが忙しくて次のような経験をしたことがあるか【複数回答可】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

65.9

35.3

23.2

25.6

20.4

22.5

66.7

33.1

20.2

22.6

18.2

20.8

63.6

42.0

32.1

35.2

27.2

27.8

定期試験の勉強が
十分にできない

定期試験前でも
休みがとれない

定期試験期間中でも
休みがとれない

試験勉強ができず
単位を落としてしまった

授業やゼミに出られなかった

ゼミの準備が十分にできなかった

Q38　アルバイトをする理由として、最も近いものは【複数回答可】

全体n=663
1部n=499
2部n=162

全体n=1217
1部n=934
2部n=277

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

73.8

38.4

19.3

31.1

47.4

2.9

76.9

34.6

18.0

27.2

48.5

2.7

63.9

51.6

24.2

43.7

44.0

3.6

趣味娯楽・部活サークル費など

生活費を稼ぐ必要がある

就職活動にかかる費用を
稼ぐ必要がある

学費や教材費を
稼ぐ必要がある

社会経験を積みたい

その他

【Q37】
　Q36でアルバイトをしているという学生の割合が減少したにもかかわらず、1・2部ともに全ての選択肢を選択
して回答した学生の割合が大きく増加していた。アルバイトをしている学生が試験や日々の講義で苦労してい
る割合が高まりつつある。　≪担当：田中≫

【Q38】
　昨年度と比べると「趣味娯楽・部活サークル費など」の割合が減少し、「生活費を稼ぐ必要がある」、「学費や教材
費を稼ぐ必要がある」の割合が増加していた。コロナ禍での経済的不況の影響で生活に余裕が失われていること
が窺われる。　≪担当：田中≫
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Q39　学生のモラル・マナーの低下・欠如を感じるか

【Q40】
　最もモラルの低下・欠如を感じるのが授業中であることが分かる。「授業中の私語」に関しては、２部が突出し
ているのが目につく。次いで「喫煙（指定場所以外）」・「学食の利用」と続くのは昨年度の調査結果と変わらない
が、とりわけ「学食の利用」が2.1％から11.0％に急増した。食事は、日常の中で最も感染症対策に気を使わなけれ
ばならない局面であり、学生たちが他者の振る舞いに敏感になっていることを示している可能性がある。実際、
自由記述回答の中には、学食でのコロナ対策を無視した行動を指摘するものがいくつかある。　≪担当：片岡≫

【Q39】
　「感じる」20.4％、「どちらかといえば感じる」32.8％を合わせると、半数強の学生がモラル・マナーの低下・欠如
を感じていることが分かる。この状況は、55.4％が「感じる」と回答した昨年度の調査結果と大差はない。　

≪担当：片岡≫

（↓「Q39」で「感じる」「どちらかといえば感じる」と答えた方）
Q40　どのようなところに感じるか

全体n=717
1部n=567
2部n=148

0% 10% 20% 30% 40%

31.9

19.4

1.0

3.2

18.7

1.7

11.0

1.8

11.3

30.0

20.1

1.2

3.0

19.4

1.8

11.5

1.9

11.1

39.2

16.2

0.0

4.1

16.2

1.4

9.5

1.4

12.2

授業中の私語

授業の遅刻・早退

トイレの使い方

ごみの放置・ポイ捨て

喫煙（指定場所以外）

駐輪場の利用

学食の利用

図書館の利用

その他

全体
n=1380

2部
n=303

1部
n=1071

0% 20% 30%10% 40% 60% 70%50% 80% 90% 100%

20.4

20.3

21.1

32.8

33.7

30.0

29.1

28.1

32.0

17.7

17.9

16.8

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない
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【Q41】
　「感じる」、「どちらかと言えば感じる」と答えた学生の割合が4割弱であり、昨年度と同様の傾向が認められた。
オンライン講義により大学へと足を運ぶ機会が減少したものの、大学への親しみや帰属意識には大きく影響し
ていない様子である。　≪担当：田中≫

Q41　大学に親しみ（帰属意識等）を感じるか

全体
n=1384

2部
n=302

1部
n=1076

0% 20% 30%10% 40% 60% 70%50% 80% 90% 100%

7.8

7.1

10.6

30.1

31.7

24.2

33.7

33.8

33.8

28.4

27.4

31.5

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない

【Q42】
　「満足している」16.6％、「やや満足している」58.4％を合わせると、75.0％になる。昨年度の調査では83.9％だった
ので、満足度は低下している。　≪担当：片岡≫

Q42　各種事務対応に満足しているか

全体
n=1383

2部
n=302

1部
n=1075

0% 20% 30%10% 40% 60% 70%50% 80% 90% 100%

16.6

15.4

20.9

58.4

60.0

53.0

16.6

16.8

15.9

8.3

7.7

10.3

満足している やや満足している やや不満である 不満である
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【Q43】
　満足度低下の要因は、窓口の対応にあるようである。「不親切」は昨年度の26.0％から48.1％へ、「説明不足」は
32.2％から46.6％へと明らかに増加した。コロナ禍の影響で学生はもちろん事務も混乱し、学生に的確な情報を
提供することができなかったためと考えられる。　≪担当：片岡≫

（↓「Q42」で「やや不満・不満」と答えた方のみ回答）
Q43　どのような点が不満か

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

48.1

46.6

18.5

9.9

6.6

45.4

22.1

0.9

20.0

5.7

46.5

44.9

19.5

9.4

6.6

46.1

20.7

0.8

18.8

5.1

51.9

50.6

15.6

11.7

6.5

44.2

26.0

1.3

23.4

7.8

全体n=335
1部n=256
2部n=77

不親切

説明不足

たらい回しにされる

担当者不在

各種事務窓口が離れている

行きづらい雰囲気

窓口取扱時間が短い

カウンターが汚い

無愛想・身だしなみ

その他
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【Q44】
　最も多いのは「授業」54.3%、次いで「就職・キャリア支援」33.5%、「教室の自由な貸し出し」28.8%、「部活・サーク
ルへの支援」24.9%、「奨学金の充実」 24.9%、「休み時間の確保」23.3%、「履修指導」20.2%であった。割合が少ない
が、「カウンセリング・メンタル支援」が昨年度の2.6%から7.5%に上昇し、「授業」も昨年度の36.9%から大幅に上昇
している。また、自由記述回答にも学費や給付金、WiFi回線の充実に関する記述が多く、新型コロナウィルスによ
る授業や生活への影響が現れていると考えられる。　≪担当：藤原≫

Q44　学内で充実や改善を望むこと・サービス（施設は除く）は【３つまで可】

全体n=1339
1部n=1040
2部n=293

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

54.3

23.3

24.9

24.9

8.2

28.8

33.5

20.2

7.5

3.8

53.7

27.3

25.5

22.5

7.8

29.0

33.1

19.5

6.8

3.6

56.3

9.6

22.9

32.8

9.9

28.7

34.1

22.5

9.9

4.8

授業

休み時間の確保

部活・サークルへの支援

奨学金の充実

留学支援

教室の自由な貸し出し

就職・キャリア支援

履修指導

カウンセリング・メンタル支援

その他
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Q45　大学内で最も充実・改善を望む施設・設備、環境などは【３つまで可】

全体n=1352
1部n=1050
2部n=296

16.1

19.5

3.6

24.0

5.4

9.3

2.2

21.0

15.1

4.9

5.5

2.7

2.3

10.1

28.5

20.6

0.8

25.6

1.0

2.7

15.0

18.9

4.3

24.3

6.0

9.4

2.4

22.9

15.8

4.9

5.7

2.9

2.3

9.9

28.7

20.5

0.7

26.4

0.9

2.5

20.3

21.3

1.4

22.6

3.4

9.1

1.7

14.9

12.5

5.1

4.7

2.4

2.4

10.1

28.0

20.9

1.0

22.3

1.4

3.7

0% 5% 10% 15% 25%20% 30%

とくになし

教室
（机・椅子・視聴覚機器）

実験室・ゼミ室

学内休憩スペース・
自由学習コーナー

コンピュータ実習室・
計算機実習室

図書館

キャリア情報室

学食

生協食堂・売店

体育施設（グラウンド・
トレｰニングルｰム等）

文化棟・部室

体育棟・部室

駐輪場

トイレ

夏場の冷房環境

冬場の暖房環境

掲示板

学内LAN環境

大学施設全体の
バリアフリーの充実

その他

【Q45】
　最も多いのは昨年度と同様に「夏場の冷房環境」28.5%、次いで「学内のLAN環境」25.6%、「学内休憩スペース。自
由学習コーナー」24.0%、「学食」21.0%、「冬場の暖房環境」20.6%、「教室（机・椅子・視聴覚機器）」19.5%、「特になし」16.1%、
「生協食堂・売店」15.1%、「体育施設」10.1%であった。ほぼ昨年度と同様の結果だが、「コンピュータ実習室・計算機
実習室」が昨年度は10.6%であったのに対し、今年度は5.4%とほぼ半減しており、改善が見られる。  ≪担当：藤原≫
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Q46　総合的に学生生活に満足しているか

全体
n=1381

2部
n=304

1部
n=1071

0% 20% 30%10% 40% 60% 70%50% 80% 90% 100%

12.7

12.2

14.5

57.6

59.9

50.7

22.0

21.6

22.7

7.7

6.3

12.2

満足している どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満である

【Q46】
　昨年度は「満足している」、「どちらかといえば満足」と回答した学生の割合が8割を超えていたが、今年度は6～
7割に留まった。部活動や課題活動の制限等、コロナ禍で理想としていた大学生活を送れていないことが影響し
ている可能性がある。　≪担当：田中≫
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　今回の調査では、基本事項である［学業］および［学生生活全般］に加え、特別事項として［メンタルヘルス］、［人間関
係］に関する調査を行った。以下、調査の結果と課題について簡単にまとめる。

［学　業］

○昨年度に比べ、通算GPAが高い傾向にあり、また、自身のGPAを知らない学生の割合は大幅に減少している。ま
た、普段の学習時間も大幅に増え、「ほとんどしない」という回答が半減した。加えて、講義への出席率も昨年より
高い傾向にある。これらの背景には、今年度がオンライン講義であった影響や本調査への回答数が昨年と比べ大
幅に減少した（意欲のある学生のみが回答した）影響が考えられる。来年度以降の結果に注目すべきであろう。

○大学の滞在時間、図書館の利用頻度が減少する一方、自宅学習をする学生の割合が増加しているのも今年度の傾
向である。これも新型コロナウイルス禍の影響と考えられる。また、DP、CPの認知度は例年より高い。これにつ
いては、先述した意欲のある学生のみが回答した影響と考えられるが、来年度以降の結果を確認する必要があ
る。

○今年度の特徴であるオンライン講義については、半数以上の学生が対面講義に比べ、理解度・質・満足度が下がっ
たと回答している。来年度以降もオンライン講義が続く場合は満足度を高める工夫が必要になるだろう。

［メンタルヘルス］

○1～2割の学生においてコロナ禍に関連する心理的苦痛や不安、ゆううつ、疲れなどに代表されるネガティブな感
情が生起していることが見受けられる。

○4～5割の学生はコロナ禍に関連するネガティブな気分を感じてはいない様子である。

［人間関係］

○3～4割の学生が孤立感を覚えている一方で、4分の１近くの学生はこのコロナ禍の状況下でも友人が増えたと答
えている。対人関係が極端化しつつあるのかもしれない。

○友人とのやりとりは大学での対面よりもオンライン上で活発であった。講義のオンライン化や感染防止対策と
しての外出抑制などの影響が現れているのかもしれない。

［学生生活全般］

○本学の学生は大学及び学生生活に概ね満足していると考えられる。ただし、不満を抱く学生が3割程度いること
や、大学に親しみ（帰属意識）を感じる学生が相対的に少ないことも事実である。これらを少しでも改善するた
め、要望されている、授業や事務の対応、各種支援、施設などをより充実させる必要がある。

○現在、7割近い学生がアルバイトをしている。その理由として、趣味や部活、社会経験などを挙げる学生が多い一
方で、2部を中心に生活や講義のための費用を稼ぐ必要からアルバイトをする学生も少なからず、存在する。そし
て、アルバイトが受講や学習の妨げになっているケースも多く見られる。奨学金の充実などにより、学生生活の
妨げになるアルバイトをしなくてもよい状況をつくる必要がある。

○半数以上の学生が同じ学園生のマナーの低下を感じている。その理由として、授業中の私語、遅刻・早退が多く挙
げられている。また、喫煙マナーに対する不満も多い。教職員・学生含め、学園全体で意識の改善やそのための方
策を考えていく必要がある。

まとめ
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